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アイケルバーガーと占領軍の余暇・娯楽政策

阿　部　純一郎

1．はじめに―目的・分析対象

　占領下日本には至るところに米軍専用の娯楽施
設・保養施設が存在した。軍専用のゴルフ場やス
キー場、クラブや劇場・映画館、さらには観光地
に建つリゾートホテルまで、日本人客の立入りが
禁止されたその空間は、米軍当局が隊員のレクリ
エーションのために、日本の運動施設・娯楽場・
ホテルなどを接収して作り上げたものだった。そ
の数は、1946年8月時点で運動施設が553、劇場・
映画館139、休暇用ホテル29施設と相当な量にの
ぼった 1）。
　本稿の目的は、日本占領軍の主力として全国の
米軍部隊を指揮した米第八軍司令官ロバート・L・
アイケルバーガー（1886～ 1961年）の発言を中
心に、占領期日本において米兵を対象とした余暇・
娯楽政策を促した軍上層部の問題意識を探る。
　本稿で扱う主な資料は、①デューク大学パーキ
ンス図書館所蔵のアイケルバーガー文書をアダ
ム・マシュー社がマイクロフィルム化した資料集
The Papers of General Robert L Eichelberger from the 

William R Perkins Library, Duke University、②アイ
ケルバーガーの日記（1945.7.23―1949.1.1）が収
録された資料集The Occupation of Japan, Part 3: 

Reform, Recovery and Peace 1945―1952（編者は五百
籏頭真）、③米国国立公文書館（NARA）所蔵の
World War II Operations Reports, 1940―1948に所収
された第八軍の占領経過報告・事業報告、④極東
地域の米軍関係者向けに発行された日刊紙『星条
旗新聞（Pacific Stars and Stripes）』（以下、S&Sと

表記）の関連記事である。

2．占領の倦怠と保養地計画 

2―1．日本占領における第八軍の役割
　米軍を主力とする連合国軍の日本「本土」占領
は、1945年8月28日先遣隊の厚木進駐によって
開始され、以後1952年4月28日講和条約発効に
至るまで6年8カ月の長期にわたった。進駐当初、
占領軍は米太平洋陸軍（USAFPAC）管下の第八軍・
第六軍を中心に、米陸軍太平洋空軍（第五空軍）
および在日海軍部隊（第三艦隊・第五艦隊）で構
成されており、1946年2月には英連邦軍（中国・
四国地方に駐留）も補助部隊として加わった。こ
のうち第八軍は主に東日本、第六軍は西日本に部
隊を展開したが、1945年末に第六軍が動員解除
されると、以後、第八軍が日本全国の米軍部隊を
指揮することになる。この第八軍司令官を務めた
のがアイケルバーガー（1944年9月就任、1948年
9月離任・帰国、1949年1月退役）だった。
　アイケルバーガーは第八軍司令官の任務をいか
に捉えていたか。まず彼は、第八軍の役割は、対
日占領政策を立案することではなく、連合国軍最
高司令官総司令部（以下、GHQ/SCAP）が立案し
た政策・指令を実行に移すことだと認識してい
た 2）。よく知られているように、日本本土の占領
方式は、占領国が被占領国の行政・司法・立法の
ポストを掌握し、国民に直接命令を下す「直接統
治方式」をとらず、GHQ/SCAPから日本政府に
命令が発せられ、その命令を日本政府が責任を
もって実行する「間接統治方式」が採用された。
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また、日本政府が命令を忠実に実行しているかを
監視する機関として、各地方には軍政部（Military 

Government）が設置され、米軍部隊の中から民
事行政に適性のあるスタッフが任務にあたった
（竹前1983:54―59）。
　また、アイケルバーガーは軍司令官として、所
属隊員の士気を維持し、安全かつ快適な生活を実
現し、占領業務を不満なく続けさせることに意を
尽くした。「私が軍司令官の立場から一番関心を
もっているのは、軍の能率（an efficient force）を
維持することであり、この目的を達成するために、
我が部隊の兵士の士気、健康、快適性（morale, 

health, and comfort）に多大な関心を払ってい
る」3）。こうした問題関心のもとで、兵士の士気
を高めるために意欲的に取り組んだのが、米軍専
用の娯楽・保養施設の整備だった。
　娯楽・保養施設の充実が重視されたのは、アイ
ケルバーガーが、日本占領に参加した兵士は戦時
中から休息・慰安が不足してきた、と考えていた
からである。「我が兵士の立場からすると、VJ 

day（対日戦勝記念日）よりも先にVE day（ヨー
ロッパ戦勝記念日）が訪れたことがおそらく不運
だったのだ、と私は常々思ってきた」4）。彼によ
れば、ヨーロッパ戦線の米軍部隊は、ノルマン
ディー上陸作戦（1944年6月）後にアメリカ本土
から派遣された部隊が大多数で、ドイツ降伏によ
る終戦（1945年5月8日）までの期間は比較的短
かった。これに対して、占領初期に日本に駐留し
た兵士たちは、真珠湾攻撃（1941年12月）から
太平洋戦線で戦ってきた者が多く、彼らはヨー
ロッパの兵士が先に戦争を終えて本国に帰還して
いることに苛立ち、嫌悪していたという（アイケ
ルバーガーも1942年夏から帰国できておらず、
一時帰国が許されたのはようやく1945年12月の
ことだった）。アメリカ本国には「良い仕事やか
わいい女性」が待っているのに、太平洋のニュー
ギニアには「強面で夫持ちの現地女性」しかいな
かった、とアイケルバーガーは露骨に述べている

（つい口を滑らしたのか、原文では“cannibalistic 

women”の文字が消され、“native women”と修
正されている）。「そこにはロマンスもなければ、
VD[性病 ]もなかった。美人もいなければ、ロマ
ンスもなく、休息地もなかった」。さらに終戦後も、
進駐当初は日本の「かわいい女性」は征服者を怖
れて街に出てこなかったため、兵士は「日本人に
情熱を爆発させることもできなかった」と続ける。
そして、このような状況が兵士を早期除隊・本国
帰 還 を 求 め る 運 動（“I wanna go home” 
movement）5）に向かわせたのだと主張する。
　太平洋戦線および占領下日本での米兵の性暴力
や性病問題を扱った先行研究を踏まえれば、米兵
の禁欲性を示唆するアイケルバーガーの説明が不
都合な事実を覆い隠していることは疑いない 6）。
ただし本節で注目したいのは、戦後米軍の海外駐
留先で噴出した兵士たちの不満を、軍隊組織その
ものに向けられた批判とは捉えず、あくまで駐留
期間の長さや、駐屯先における女性・娯楽の不足
に帰責するアイケルバーガーの姿勢だ。これが、
兵士に十分な休息・慰安を与えれば問題は解決す
るという発想につながるのである。アイケルバー
ガーはアメリカ国民に対して、終戦後も占領軍の
存在を忘れずに、遠く離れた海外で困難な業務に
従事している兵士の「孤独（loneliness）」を解消
する手助けをしてほしいと要望している。その方
法の１つは本国から届く手紙であり、さらに映画
や慰問公演、遊び道具などの娯楽の提供も「自分
たちが忘れられた存在でないことを確認させるに
役立つ」7）。アイケルバーガーにとって娯楽の提
供は、兵士が海外駐留の孤独を紛らわすための手
段であると同時に、彼らが本国に見捨てられてい
ないことを示す証拠としても重要なものだった。

2―2．米軍保養地計画の推進
　ただし、本国から届けられる映画や慰問公演な
どは、占領期に米兵が楽しんだ娯楽のほんの一部
にすぎない。むしろ娯楽の大部分は日本政府への
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命令を通じて現地調達され、それにかかる費用（施
設利用料・工事費・人件費・物品費など）はすべ
て日本の国家予算から支払われていた。GHQ/

SCAPが日本政府に占領軍への娯楽提供を正式に
命じたのは、1945年10月2日の指令（SCAPIN-90）
が最初である。これは、占領軍が必要とする物資
と役務（サービス）の範囲を具体的に予告した文
書であり、そこには要求予定のサービスとして、
「保養地、リゾートホテル、運動施設」「観光案内」
「特別な娯楽（音楽、芝居、相撲等）」と記されて
いる。また、この指令翌日には第八軍スペシャル・
サービス局から、風光明媚な日本の観光地を整備
して占領軍兵士が娯楽やスポーツを楽しめる保養
地（rest camps）を作る計画が発表された（S&S: 

1945.10.4）。
　日本の観光地を拠点とする米軍保養地の建設
は、進駐直後から着々と準備が進められていた。
第八軍の報告書によれば、1945年9月にアイケル
バーガーは第八軍スペシャル・サービス局に対し
て米兵向けの休暇用ホテル設置を指示し、これを
受けて局内に「ホテル課（Hotel Division）」が新
設され、日本全国で受入可能なホテルの調査が行
われたという 8）。その後、1945年10月末には関
東地方の３つのホテル（鎌倉海浜ホテル、逗子な
ぎさホテル、日光金谷ホテル）が最初の休養ホテ
ルとして米兵の受入を開始し（収容人員は計210

名）、その数は1945年12月末に8施設（600名）、
1946年10月時点で28施設（2500名）まで増加し
た 9）。図表１は、1948年4月時点の計30ヵ所の休
養ホテルである。
　ホテルの立地は関東地方から近畿地方までの一
帯と九州地方に偏っており、日光・箱根・軽井沢
など、戦前から外国人に人気の観光地が多かった。
東京・横浜・名古屋・大阪・京都・神戸など、都
市部で人口も多く、米軍の重要な司令部が置かれ
たエリアは避けられており、駐屯地から少し離れ
た景勝地・行楽地が選ばれている。なおホテル課
は、休養ホテルの収容人員を占領軍兵士全体の

2.5％（後に３％）とする目標を掲げていた 10）。
占領軍兵力数を「46年には約20万人、47年12万、
48年10万2000人」（竹前1983:60）と仮定した場
合、1948年の収容人員は3％目標で3060名となる。
　休養ホテルの運営形態は、米軍から派遣された
少数の監督官のもとで既存の日本人経営者および
従業員が運営を続ける「請負制」が基本だった（宿
舎として接収されたホテルの一部では軍直営も
あった）。第八軍の報告書によれば、全体を統括
する将校にはホテル、クラブ、娯楽場運営の経験
者が選ばれ、その他に食堂を管理する炊事係、ス
ポーツやレクリエーションの指導員、ホテル内の
食品衛生や健康管理に責任をもつ医療技術者、自
動車運転手・整備士などが派遣された。また、ホ
テルにはアメリカ赤十字社から派遣されたレクリ
エーション指導員が常駐し、米軍側の指導員と協
力しつつ、ホテルで様々なイベントを企画したり、
観光ツアーを催行した 11）。アイケルバーガーは、
休養ホテルを請負制で運営したメリットとして、
米軍側は少数の監督官を配置し、日本側で準備が
難しい物資（食料、石油、自動車など）だけを供
給すればよかったことを挙げる。それにより大幅
に人員が節約でき、日本人と直接交渉する場合に
起こりうる摩擦も避けることができたという 12）。
　また休養ホテルの開設と併せて、アイケルバー
ガーは米軍内部に、通常の休暇日とは区別された
特別休暇（保養地休暇）の仕組みを導入した。こ
の休暇は年１回６日間が原則で、兵士には軍が管
理した休養ホテルで食事・宿泊を無料で楽しむ機
会が与えられた。アイケルバーガーは第八軍司令
部から全部隊に送付された「スペシャルサービス
ホテルでの休暇」と題する文書（1947年2月12

日付）のなかで、この特別休暇の意味を説明して
いる。彼によれば、保養地休暇は、戦時中、戦闘
地 域 で 軍 人 の「 休 養 と 回 復（rest and 

recuperation）」のために導入された一時休暇の流
れをくむものだった。この一時休暇の目的は、地
位や階級に関わりなくすべての軍人に休息とリハ
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ビリの機会を与え、部隊の「戦闘効率と士気
（fighting efficiency and morale）」を高いレベルで
維持することにあった。つまり、人間には我慢の
限界があることを認めたうえで、個々の兵士に過
酷な任務から解放される期間を与え、効率的な戦
闘員を維持することが狙いであり、兵士個人の快
楽を満たすためのものではないと説明されてい
る。このように保養地休暇の軍事的意義を述べた
うえで、最後にアイケルバーガーは部隊指揮官に

対して、隊員の休暇取得を促し、個々の兵士の幸
福感と士気を高め、各部隊の能率や精神を高めて
ほしい、と訴えている 13）。
　上の説明にあるように、保養地休暇は、兵士に
軍隊生活から離れた場所で息抜きを与えることを
目的としていた。軍の休養ホテルが駐屯地から離
れて置かれていた理由もこの文脈で理解できる。
また第八軍の報告書は、兵士に「最大限の快適さ
と息抜き」を与えるため、ホテル内の取り決めは

所在地 施設名 休養ホテル開業日※１ 客室数 収容人員洋室 和室

栃木県

日光町 日光金谷ホテル 1945年10月30日 82 150
日光町（中禅寺湖畔） 日光観光ホテル 1946年4月9日 22 20 100
鬼怒川温泉 鬼怒川温泉ホテル 1946年8月6日 39 60
川治温泉 柏屋旅館 不明 不明 不明 不明

新潟県 妙高市 赤倉帝国ホテル 1945年12月11日 32 14 96

長野県

下高井郡 上林ホテル 1946年5月28日 7 48 313
下高井郡 志賀高原ホテル 1945年12月11日 35 16 103
軽井沢町 軽井沢万平ホテル 1946年7月2日 65 15 160
軽井沢町 軽井沢ニューグランド・ロッジ （1945年10月接収）※２ 不明 不明 不明

神奈川県

横須賀市（逗子） 逗子なぎさホテル 1945年10月30日 23 33
足柄下郡（宮ノ下） 富士屋ホテル 1945年11月6日 141 251
足柄下郡（強羅） 強羅ホテル 1946年5月28日 62 2 150
足柄下郡（仙石原） 仙石原ゴルフクラブハウス （1945年10月20日接収） 25 48

静岡県

熱海市 熱海ホテル 1945年11月6日 30 32 153
熱海市 樋口旅館 （〇〇年10月10日接収） 30 60 不明
熱海市 熱海体育ホテル （1948年3月1日接収） 10 41
熱海市 野村別邸（※野村徳七の熱海別邸）不明 不明 不明 不明
沼津市 静浦ホテル 1946年2月12日 31 66

山梨県 南都留郡（河口湖畔） 富士ビューホテル 1945年11月20日 53 7 188
南都留郡 山中湖ホテル 1946年5月28日 20 15 111

愛知県 蒲郡町 蒲郡ホテル 1946年1月29日 29 50
蒲郡町 竹島館 1946年1月29日 62 200

石川県 石川郡湯涌谷村 白雲楼ホテル 1946年7月23日 19 38 247
滋賀県 大津市 琵琶湖ホテル 1946年1月29日 54 125
奈良県 奈良市 奈良ホテル 1946年1月29日 52 104
佐賀県 唐津市 唐津シーサイド・ホテル 1946年7月30日 32 3 85

長崎県
南高來郡 有明ホテル 1946年6月4日 28 11 72
南高來郡 雲仙観光ホテル 1946年4月9日 64 128
南高來郡 九州ホテル 1946年6月25日 47 90

熊本県 阿蘇郡 阿蘇観光ホテル 1946年4月23日 46 3 107
1078 346 3231

出典：「進駐軍其他外国人ホテル利用状況一覧表」（運輸省観光課調、1948年4月6日）『続日本ホテル略史』pp.155―156.

※1：開業日はHq/Eighth Army, Office of the Special Service Officer, Historical Record of Special Service in Japan, Nov.45-Oct.46.

※２：接収年月は『軽井沢町誌　歴史編（近・現代）』より。

図表1．米軍の休養ホテル（1948年4月）
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「軍の規則からの最大限の自由を認めるように設
計された」と指摘する。滞在中にTシャツ姿で食
事をとることが許されたのは勿論、ホテル周辺で
は様々なスポーツ（スキー、スケート、テニス、
ボート、水泳、ゴルフ、バレー、バスケット、釣
りなど）を楽しむことができ、近場の観光地に出
かけるバスツアー、屋内ではゲーム大会、映画上
映、ダンスパーティも主催された。さらに報告書
は、休暇中の兵士が接触する将校はホテルを統括
する数名の監督官だけであり、彼らは将校の前で
感じてしまう遠慮からも解放されたと指摘す
る 14）。通常、休養ホテルは将校用（Officer）と下
士官・兵用（Enlisted）に分けられ、階級により
利用可能なホテルが区別されていたが、軍はこの
ような棲み分けを、兵士の居心地を高めるための
工夫としても位置付けていた 15）。
　さらに休養ホテルでの休暇・娯楽体験は、海外
駐留の特権の１つとして、軍の広報手段にも利用
された。米軍は戦前から海外駐留経験を（国が費
用を負担する）安上がりの海外旅行のように宣伝
し、兵員募集に利用してきたが（LOO 2019:180-

181）、この手法は日本占領にも引き継がれた。「第
八軍に入って日本を観光しよう」と謳った星条旗
新聞の記事は、その分かりやすい例である（図表
２）。記事では、「日本に駐留している間、すべて
の兵士にできるだけ多くの日本を観光する機会を

与えたい」というアイケルバーガーの言葉が紹介
され、現在第八軍が実施している「リベラルな」
余暇政策として、占領軍兵士に対する鉄道運賃の
無料化（東京から30マイル以内は乗車券不要、
遠出する場合は3日間有効の乗車券配布）や、リ
ゾート地の保養施設で過ごす特別休暇などが説明
されている（S&S: 1945.11.3）。

3． 家族呼び寄せと保養地休暇の対
立

3―1．休養ホテルを占拠する米軍家族
　前節で見たように、アイケルバーガーは兵士に
特別休暇を与え、リゾートホテルでの宿泊体験を
無償で提供することで、海外駐留の孤独を埋め合
わせ、軍隊組織への不平・不満を解消しようとし
た。だが、すべての兵士に日本での観光体験を提
供するというアイケルバーガーの理想の実現は、
様々な理由で制限された。第八軍の報告書は、そ
の理由の１つとして、部隊指揮官が（野外訓練中
または兵力数が定員を下回る場合に）所属兵士の
離脱を嫌がるといった軍組織の問題を挙げている
が、もう1つの大きな理由は、1946年6月頃から
本格化した米軍家族の日本移住である。この家族
呼び寄せは、休養ホテル設置と同じく、兵士の孤
独感の解消、士気の向上のために採用された施策
だが、両者の施策は対立する場合もあった。その
原因は、米軍家族の移住数に住宅建設のペースが
追い付かなかったことにある。特に兵士が集中す
る都市部では家族住宅が不足し、住む場所に困っ
た妻子たちは臨時の仮住まいとして休養ホテルに
宿泊した。こうして米軍家族に占拠された休養ホ
テルの部屋総数は、1946年夏季に少なくても50

部屋、多いときには300部屋に及んだという 16）。
　図表3は、1946年9月～ 1947年12月の期間に
ホテル課が管理する29カ所の休養ホテルに一時
宿泊した米軍家族数である。当時は休養ホテルの
ベッド数の半分が米兵の休暇用に割り当てられて

図表2：観光旅行としての海外駐留
出典：S&S（1945.11.3）より抜粋。
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いたが、その枠を満たすことは難しかった。例え
ば1947年11月中に休養ホテルを利用した米軍家
族の宿泊日数（bed-days）は合計3万6978日だっ
たが、これに対して米兵の宿泊日数は割当分の2

万340日のうち１万488日で、半数程度しか使わ
れていなかった。米兵の宿泊日数が伸び悩んだ理
由として、第八軍の報告書は次の2点を指摘する。
第１に、米軍家族の来訪数が不確定であったため
ホテル側は短期の予約しか受け付けず、米兵は休
暇プランを事前に立てることが難しかったこと、
第2に、人口も多く便利な場所にあるホテルの部
屋は米軍家族が占拠していたこと、である 17）。そ
の結果、第八軍は米兵の宿泊場所を確保するため、
従来は健康被害などを怖れて「立入禁止（off 

limits）」に指定してきた日本人経営の一般の旅館・
ホテルの利用も次第に認めざるを得なくなる（阿
部2017:4―6）。
　以上のように、米軍家族の大量移住は、占領軍
兵士の「士気、健康、快適性」のために実施され
た様々な施策に衝突を引き起こすものであった。

以下では、家族呼び寄せと休養ホテル運営に関す
るアイケルバーガーの立場を整理し、彼が占領軍
の士気や能率を高めるために何を重要視していた
かを明らかにしたい。

3―2．軍人の家庭化／無力化
　元々、占領軍の家族呼び寄せ計画は、1945年
10月のアイケルバーガーとマッカーサーとの会
談がきっかけだった。当時、マッカーサーはすで
に妻子を日本に呼び寄せ、東京の米国大使館で暮
らしていたが、アイケルバーガーも含めた他の将
校たちが家族を呼ぶことには慎重だった。一部の
将校だけにそれを認めれば多くの非難を受けるこ
とになると考えていたからだ。そこでアイケル
バーガーは、将校にかぎらず下士官・兵にも開か
れた政策として、３年間日本で任務に就く者に家
族を呼び寄せる権利を与えてはどうかと提案し、
マッカーサーはこれに賛意を示した（アイケル
バーガー日記、1945年10月1日）。その後、この
問題は具体的な検討が進められ、1946年２月に
は陸軍省から、日本に駐留するすべての兵士に家
族呼び寄せを認め、特に２年間の勤務に同意した
者に優先権を与えるとの指令が出された（アイケ
ルバーガー日記、1946年2月28日）。
　ただしアイケルバーガー本人は、家族呼び寄せ
の権利をあらゆる兵士に拡大することには懐疑的
だったことに注意したい。例えば1945年11月中
旬にアイケルバーガーが軍上層部で家族問題の検
討が進んでいると公表した際、彼はそこで、家族
呼び寄せの権利は「将校および上位三等級以内の
下士官兵」に与えられるべきであり、海外駐留生
活が長い兵士に与えられるのが「公平な解決策」
だと述べている（S&S日本朝鮮版 :1945.11.15）。
また彼は、この問題は「宿泊施設次第」としたう
えで、「施設が利用可能になれば、将校および上
位三等級以内の下士官兵の妻が占領地域に来るこ
とを認めるべきであり、それは夫の海外駐留期間
や、彼がどれくらい長く海外に駐留する意志があ

図表3：休養ホテルに宿泊した米軍家族数

家族数 宿泊者数
1946年9月 38 114
1946年10月 34 103
1946年11月 27 81
1946年12月 41 123
1947年1月 68 204
1947年2月 104 312
1947年3月 174 490
1947年4月 309 929
1947年5月 336 1,007
1947年6月 453 1,359
1947年7月 171 513
1947年8月 167 501
1947年9月 186 564
1947年10月 312 935
1947年11月 425 1,276
1947年12月 363 1,090

計 3,208 9,601

出 典：Eighth Army, Occupational Monograph of the Eighth 
United States Army in Japan, vol.3(Sep 1946 – Dec 1947),p.155.
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るかに基づいて決めるべきだ」と主張している
18）。先行研究でも、アイケルバーガーが家族呼び
寄せの権利を高級将校のみに限定したがっていた
ことが指摘されている。その第１の理由は、当時
の下士官・兵には若い未婚者が多く、妻子との合
流を必ずしも強く望んでいなかったからであり
19）、第２に、家族との平穏な暮らしが兵士を軟弱
にし、戦闘への備えが失われると恐れていたから
である。一方、陸軍省のような政策推進派は、家
族との再会が急落した兵士の道徳と士気を回復さ
せてくれることを期待した（Carruthers 2016＝
2019:381-386）。占領地域で家族と暮らすこと自
体、第二次世界大戦後に始まった新しい現象であ
り、その評価は米軍内部でも定まっていなかった。
　米軍家族の急増に対する危機感は、国務省の
ジョージ・ケナンとの会談（アイケルバーガー日
記、1948年3月10日）にも確認できる。会談に
同席したレスター将軍のメモ書きによれば、この
会談でケナンは、対日占領政策の重心が日本の〈非
軍事化〉から〈経済的自立〉に変化している点を
踏まえて、次のように指摘したという。まず、日
本経済に多大な負担をかけている占領経費（年間
500億円）の削減に全力で取り組む必要があり、
米軍施設の建設は打ち切り、軍関係者が豪華なホ
テルや別荘に住むこともやめるべきである。また、
人口が集中している都市部に制服姿の軍人がいる
のは非常に目立つため、首都圏から離れたところ
に部隊を移転し、接収施設の返還も検討すべきで
ある。さらにケナンは、日本の非武装化が完了し、
在日米軍のなかに司令部や補給関係の非軍事業務
に携わる軍人が増えていることにも安全保障面で
の不安を投げかけた。以上の発言を受けてアイケ
ルバーガーは、占領経費の削減に向けてまず取り
かかるべきは、家族呼び寄せを停止し、米軍家族
住宅をこれ以上建設しないことだと主張した。「私
だったら、まず家族がここに来ることを止めさせ、
それから家族が現在いる場所に落ち着かせるだろ
うと語った。家族用宿舎をさらに建設することは

占領軍にとっては、ほとんど意味がない」（アイ
ケルバーガー日記、1948年3月10日）20）。
　この数日後のマッカーサーとの会談でも、アイ
ケルバーガーは「あまりにも多くの軍人家族が来
すぎることの問題」に言及した。これに対してマッ
カーサーは、「家族がいかに軍人の士気を高揚す
るか」を語り、「軍人家族はアメリカに戻るよりも、
ここにいた方が安全」と主張したという。この点
について日記には、軍人家族に要する費用が日本
経済の負担になっていることや、現在の在日米軍
には既婚者が多く、「万一の場合、あてにできる
軍人はほとんどいないことになり、きわめて不適
切になっている」との心情が記されている（アイ
ケルバーガー日記、1948年3月13日）。さらに数
日後の日記には、第八軍の兵力数は現在４万人と
少なく、その半分は補給業務に携わり実戦能力が
ほとんどないこと 21）、残りの２万人も占領業務や
MP警護などに従事している者たちで、8千万人
の人口を有する日本を統治するには「余りにも弱
小」と指摘されている。そのうえで彼は、在日朝
鮮人が左翼運動にくみする危険性やロシアとの戦
争の脅威を考えた場合、日本の軍事力・警察力の
不足は深刻な問題であり、「私としては、日本へ
やってくる飛行機が、女子供を連れてくるのでは
なく、兵士を運んで来てほしいものだ。そして、
こちらにいる女子供を乗せて帰ってもらいたいも
のである」と記している（アイケルバーガー日記、
1948年3月17日）。以上のように、日本の経済的
自立や再軍備が求められる中で、アイケルバー
ガーにとって家族呼び寄せは、占領経費の増大や
占領軍兵力の弱体化を引き起こす要因と捉えら
れ、批判の対象となっていった。

3―3．接収解除運動と休養ホテル擁護論
　これに対して、軍の休養ホテルの運営について
は、日本経済へのマイナスの影響が指摘されなが
らも、アイケルバーガーは事業継続を擁護する立
場をとった。この点について、彼の立場がよく表
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れた資料として、「日本における休養ホテル制度
の廃止」と題する覚書を取り上げたい 22）。その冒
頭でアイケルバーガーは、軍の休養ホテルが日本
人に返還されるという「噂」が最近頻繁に流れて
いると述べ、何らかの措置がなされる前に自分の
見解を述べておくのが望ましいと考え、この覚書
を作成したと説明している。
　確かに、占領初期から休養ホテルの運営に関し
ては、米軍向けの娯楽・運動施設の建設・改修命
令が資材・資金不足にあえぐ日本経済の負担にな
るとして、日本側から何度も改善要請がなされて
いた。そして、1947年頃からはGHQ/SCAPや第
八軍内部でも行き過ぎた調達要求を取締り、膨張
する占領経費を節減する方向へ舵が切られてい
く。また、1947年頃から日本でも外国人旅行者
に対する入国制限が段階的に緩和されると、イン
バウンド観光の復活に期待する日本の観光業界は
接収ホテルの返還を強く求めるようになる。これ
を受けてGHQ/SCAP内部でも外国人に人気の観
光地を中心に、接収解除に向けた調整が具体的に
進められた（阿部2018:10-13）。アイケルバーガー
のいう「噂」は、このような日米双方の動きを指
していたと考えられる。
　休養ホテル廃止論に反対してアイケルバーガー
は、それが兵士の士気（morale）を高めると同時
に、軍の広報宣伝（publicity）の装置としても優
れていることを強調する。彼によれば、休養ホテ
ルは現在、日本での休暇を願う兵士が満足して利
用できる唯一の場所であり、普通の兵士が快適な
環境で「日本観光（see Japan）」できる唯一の現
実的な機会になっているという。またこの制度は、
占領初期に世界中で鳴り響いていた抗議活動（2-1

で言及した海外駐留兵士の帰国請願運動を指すと
思われる）を鎮めるうえで大きな役割を果たし、
いまでは日本に駐在する特権の１つとして広く宣
伝されていると指摘する。
　このように休養ホテルが現在まで果たしてきた
役割を評価する一方、アイケルバーガーは、米兵

が休養ホテル以外の宿泊施設を利用するという代
案をことごとく退ける。例えば軍の駐屯地の中に
は、北海道のように気候の影響でレクリエーショ
ンの機会が制限された場所もあるし、狭い宿舎で、
娯楽も乏しく、プライバシーが守られていない場
所も多くある。これに対して休養ホテルであれば、
兵士は軍の厳しい規律から離れて、十分なプライ
バシーと自由行動が認められた環境でくつろぎ、
遊 び、「典 型 的 な ア メ リ カ 人 の 観 光 本 能
（sightseeing instincts）を満たす」ことができる
と主張する。さらに、休養ホテルの代わりに日本
人が経営する一般のホテルを利用するという選択
肢も、健康被害への不安から強く否定される。「責
任ある司令官、軍医、従軍牧師であれば、赤痢、
買春、不道徳、放蕩、性病が蔓延し、間違いなく
伝染病の温床になっているであろう日本のホテル
の開放に同意したりはしないはずだ」。こうした
発言には、日本人経営のホテルに対する強い忌避
感情がみられると同時に、問題の原因を米兵側で
はなくホテル側に帰責する姿勢が顕著に現れてい
る。
　また、返還推進派が指摘する休養ホテルの運営
費用の問題についても、アイケルバーガーは、軍
が要求するホテルの設備は行き過ぎたものではな
いし、すでに施設の建設・改修費用は支払われて
いるため、将来的な負担は従業員の人件費などホ
テルの維持・管理の費用に限られると主張する。
さらに覚書では、米兵から施設利用料を徴収し、
日本政府への返済金にあてるという案にも触れて
いるが、アイケルバーガーは、現在日本ではあら
ゆる物資・人件費が高騰しており、このような状
況で高額な利用料を支払える兵士はほとんどいな
いと実現性を否定する。
　最後にアイケルバーガーは、仮に休養ホテルを
返還したところで今の日本人はそれを有効活用で
きないとも指摘する。なぜなら、休養ホテルは人
口が多い商業地区から離れた場所にあり、その用
途も商用でなく観光目的に限られてくるが、ごく
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一部の富裕層を除けば高額なホテル代を支払える
日本人客はいないし、日本の輸送手段、食料、燃
料その他の物資不足を考えれば、大方のホテルは
日本人だけでは満足ゆく経営をできないはずだか
らである。
　以上のように述べるアイケルバーガーの狙い
は、休養ホテルは米軍が利用または運営している
からこそ経営が成り立つと主張することにある。
しかし彼の説明は、日本の観光業界がホテル返還
を求めた際、彼らが見込んでいたのは、入国制限
の緩和とともに増加しつつある外国人旅行者の利
用だったことを見落としている。また2-2で論じ
たように、休養ホテルの運営形態は基本的に請負
制で、ホテルを実質的に運営していたのは日本人
の経営者と従業員であることや、施設利用料や人
件費も含めて米兵の娯楽提供にかかる費用を支
払っていたのは日本政府であることにも触れてい
ない。このような事実を無視したところに、休養
ホテルの経営は米軍が支えているという主張が成
立するのである。

4．結語

　本稿では、米第八軍司令官アイケルバーガーの
発言を中心に、占領軍の余暇・娯楽政策の背景に
ある問題意識と、彼が余暇・娯楽政策の意義を他
の占領政策との関係のなかでどのように評価して
いたかを分析した。分析の結果、以下の3つの知
見が得られた。
　第１は、占領軍の余暇・娯楽政策は、アイケル
バーガー自身も参戦した太平洋戦争の経験との連
続性のなかで理解される必要があること。軍専用
のリゾートホテルでの保養地休暇の計画は、戦時
中の「休養と回復」を目的とする一時休暇制度か
ら着想を得たものであり、こうした軍隊からの解
放・息抜きが強く求められたのは、初期の占領軍
兵士が太平洋戦線で長期の駐留を強いられた人々

であり、ヨーロッパ戦線の兵士に比べて慰安が不
足していると考えられたからだった。ちなみに、
1950年に朝鮮戦争が勃発すると、日本に存在し
た米軍の休養ホテルは、朝鮮に出兵した米兵が一
時休暇を得て訪れる保養施設としても活用され
る。 こ の 戦 時 休 暇 も ま た「R&R（Rest and 

Recuperation）」と呼ばれ、戦前／戦後を貫く連
続性を考える上で興味深い。
　第２に注目したいのは、家族呼び寄せに対する
アイケルバーガーの距離感である。彼の言動が政
策実現に寄与したことは確かだが、彼は米軍家族
の移住を無条件で支持したわけではなかった。あ
くまで宿泊施設が確保できる場合にかぎり、上位
階級の兵士を対象に、長期の海外勤務者や継続勤
務希望者から優先的に、移住を認めるべきだと考
えていたにすぎない。さらに東西冷戦の緊張が高
まる中で、米軍家族の大量移住は、日本の経済発
展を妨害し、在日米軍の弱体化をもたらす、アメ
リカの対日政策の阻害要因として批判されてい
く。在日米軍の家族同伴が常態化している現在か
らみれば、その歴史の最初期において、米軍司令
官が行き過ぎた家族呼び寄せに危機感を表明して
いたことは興味深い。
　その一方で、第３にアイケルバーガーは、占領
初期から自ら率先して整備を進めてきた休養ホテ
ルの継続を、様々な反論や他の選択肢を否定する
ことで正当化し、頑なに守ろうとした。そこでの
説明に共通するのは、米軍側の利益や運営実績を
強調する一方で、日本側が支払ってきた費用や労
力を軽視（あるいは無視）する姿勢だ。そしてこ
の姿勢は、軍の休養ホテルが占領終了とともに返
還された後も、米軍基地内の娯楽施設（軍専用ゴ
ルフ場など）の存続を正当化する際の論理として
引き継がれることになる（阿部2023）。
　本稿の分析により、戦時中から占領期、ポスト
占領期から現在までを貫く、日本の米軍保養地の
形成・発展史の筋道が明確になったといえる。
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The Papers of General Robert L Eichelberger）。元々は階級
による資源の不平等の問題が、人間がもつ集団本能の問
題へと巧妙にすり替えられ、「自然の発露」「本性」とし
て自然化される。
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